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ロパート・グレイブズの初期の詩作と詩的発展

一一・overthe Brazier (1916）から Poems1914-26 (1927）まで一一

（その 2)

閤 井 主〈 秀

E
 

ナンシー（NancyNicholson）との結婚後，グレイブズ一家はしばらくオッ

クスブオード郊外，ボアズ・ヒルに住むむこの数年関は，同世代のいわゆる

日コルズ（RobertNichols），サスーン（SiegfriedSassoon), 

プランヂン（EdmundBlunden）等一ーとの仲間意識のみならず，ロンドン在

住の詩人たち一-f9Uえば，ハーヂイ（ThomasHardy），デ、イピス（William

H. Davies），ヂィ・ラ・メア（WalterDe la Mare），クウェネル（Peter

Quennell），エワオット（ThomasS. Eliot）等一ーとの交流による，

流行感覚の洗練によって，詩作の姿勢に対する自意識がこれまでになく高まっ

た時期である。就中，当時オックスフォード大学，オールソウルズ・コレッジ

のブエローであった， T.E.ロ…レンス（T.E.Lawrence）の掻めて舘性的会

考え方とその生きざまは，グレイブズの精神生活，世界観に持続的な影響を与

えることになる。彼は終始，グレイブズの師であり助言者であるだけではなく，

パトロンとして重要な存在でもあった。〈グレイブズが，彼から財政的援助を

たことは一再でiまないJ第4詩集， ThePier幽Glass(1921) 1 には，誕っ

て，一方ではこれら外界かち及ぼされる多様な芸術的刺激を反映する作品が合

まれる。しかし他方，詩人の精神の内奥では，執撤な戦争神経痕の発症に悩ま

され，その苦しみを主題とせぎるをえごとい背景もこの詩集の特色である G
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... the desire to escape from a painful neurosis into an Arcadia of ama-

tory fancy, but the prevailing mood of The Pier」Glassis aggどessive

and disciplinary, under the試ressof the same neurosis rather tlian 

escapist. 2 

少くとも，詩人が，神経症に対してストイックに酎えそれを克報しようとする

は，前詩集， CountrySentiment仕合20）の口マンティックな

避的姿勢からの訣関と考えることができる。しかし，この傾向は，すでに

集のいくかの作品一一例えば，“GhostRaddled”や官ockyAcres，，一一の

基本的調子として示されてiまいたO The Pier’ ．．． 

容易に単純化されるわけ吃？はないO

The black trees shudder, dropping snow, 

The stars tumble and spin. 

Speak, speak, or how may a child know 

His ancestral sin? 

（“Reproach”） 3 

ある得体の知れない罪の意識が不条理に存在することに対する焦立たしさが暗

示的に語られるが，叙述の調子は，特に攻撃的（＇ aggressive’）でも，接練的

(' disciplinary＇）でもない。この作品の媛味さは，非難を与えるもののイメ

ジが時取として重饗されるのに対して，非難を受けるものの正体が，対際的に

明確に表現されるというアンバランスによるとも思われる。詩の文艇では，無

邪気な子裂は，確かに月の恋人ではあり得ない。“Down＂においても，

への追憶とベルソナの苦況が，ある密接な関係を持つものとして表現される。

ここでは，子供時代の患い出が悪夢的日常からの説出の手がかちである。
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ロパート e グレイブズの初期の詩作と詩的発展〈菌井）

Once he had dropped a stone between the slabs 

That masked an ancient well, mysteriously 

Plunging his mind down with it. Hear it go 

Rattling and rocketing into secret void! 

Count slowly: one, two, three! and echoes come 

Fainter and fainter, merged in the general hum 

Of bees and flies ..・

なるほど，ここには央われた子供時代に特有の，具体的で新鮮なイメージが展

開されているが，それを回復しようとする試みは非現実的で為るという

で，作品のアスペクトは典型的にロマンティックな衝動を扱うものであるとい

える合

Oh, to renew 

That bliss of repossession, kindly sun 

Forfeiもforever, and the towering sky! 

苦しむ男の現実は，稜雑で混乱した悪夢の時欝を思わせる地球の中心へ，

落下し続けるイメ…ジで描出される。混乱と神経衰弱の迷賂に捉われること

ある意味では，現実に対する幻想、と欺麟を，ほとんど真実の経験であると思わ

せる誌どに苦しみの根の深さを培示する。それは，究盤的な叡智も，あるいは

宗教的な煎安さえも大して役には立たないことが認識されることによって，更

に強まる。

Consider: there was some word uttered, 

Someめracadabra--then,like a stage僧ghost,

Funereally with weeping, down, drowned, lost! 
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"Down”には，ロマンティックな簡動と現実感覚の奇妙な融合が見られ， こ

のような調子を持つ他の作品と比べて，最も典裂的にその特徴を京すもので為

るといえるが，同時にこの主題を扱う時の詩人のイメージの選択には，ある程

度，作為性と自己劇化（theatricality）への額向が残されていることにも

かざるを袴ない。眠られぬ夜を苦し

ある f悲しい迷信J~J患い起すが，そ

iま，病のベッドにはふさわしく令い，

されたほどの宗教的感覚を示唆

するものではなく，詩的アイデンティティーを持ち得るまで1こは至っていなし凡

この作品では，いわば宗教的たて糸が，苦弱と純諜の最終的拠り所として詩人

の意識にからまち，ぞれが詩のよこ糸としてのロマンティックな調子の中で，

単発的に，かつ，非論理的に表出することを想像しない限り，詩のプ口ットを

理解することは難しい。

Falling, falling! Day closed up behind him. 

…whirling down to hiss below 
On the flame船axisof this terrible earth; 

Toppling upon their waterfall, 0 spirit ... 

'Spirit’は「子供時代jや［迷舘jの心理的変奏であるにしても，引用の最終行に

おける転回が，悲憤的かつ劇的な効果を与えていることも認めなければならないむ

この詩集のタイトル作品も，渇避的な調子によるものでiまないという意味で

は，「攻撃的で修練的jであると替えるかもしれないc

Face about, 

Peer rather in the glass once more, take note 

Of self, the grey lips and long hair dishevelled, 

Sleep世staringeyes. 

（“The Pier珊Glass”）
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ロパート・グレイブズの初期の詩作と詩的発展（罷井）

開じテーマを扱いながら“Down”とこの作品では，詩人の態授が異之とること

に意味がある。“Down”では，苦菊の経験をとうして，神経衰弱という構魔

め詩的正体を追及しようとする姿勢があったが，“ThePier酬Glass”において

は，詩人の関心は，むしろペルソナの存在のあり方そのものに向けられている。

ここで，悪夢的体験はペルソナの現実的存在と一体fとしているというよち，あ

る客観的な現象として観察されるために前作品に為るような絶叫的，あるい

は絶望的な鶏子はなく，告しろ写実的措写の余裕さえも見られる。ここでは，

f端から端にひびが入ったJ（やや芝賠がかった表現であることは認めざる

ないが）鏡が，文学通札現実を映すものの象徴として示されるひ

A sullen pier-glass, cracked from side to side, 

.. shows it melancholy 

and pale, as faces grow th叫 lookin mirrors. 

ざめ，珍ううっそうなj顔を写す鏡は，その前に立つ，‘ghost’だけでは

なく，＇lostmanoピの不毛性をも重層的に示す。しかし詩的ベルソナti, こ

の悪夢的状況の中で，自分の姿勢そのものに対しても同様に明薙会意識を保持

する。すなわち，それが，いわば京教的彼岸への発認を期待するものであるこ

とが認識されるに従って，素朴な反志だけではなしあるこっけいな感覚さえ

も時び、起こされることが明らかになる。この余裕は必ずしも非現実的ではない

が，ペルソナが，一方で悪夢弘幻想、（＇ phantasmaすとして把握し，他方で

('true life’）の明快なイメ…ジを識別し得るという不条理を内龍してい

る母

True life, natural breath; not this phantasma. 

この作品は，後にCollectedPoems 1975 (1975）に技録される際に，オリジ
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ナルテクスト（1921）から，後半25行が削黙されたむ削除された部分で拭，

'ghost’としてのペルソナが，更に具体的なイメージによって，ある秩茅を予

知させる環実認識を獲得する過殺を，細かく観察する。ここで用いられるもの

は奇妙な生気に満ちた「蜂の社会jのイメージである。

The combs are founded, the queen rules her court, 

Bee-serjeants posted at the entrance chink ... 

With scrutinizing mouth and commentary, 

Slow approbation, quick dissatisfaction. 

Disquieting rhythm, that leads me home at last 

From labyrinthine wandering. 4 

こり社会の複雑なメカニズムを暗示するメタファーは，轄神の「迷路的待笹」

を説明するには，あまりにも断片的であり，現行テクストのイメージと論理的

に不調和で、あることは明らかである。前除は当然で、あった。“ThePier-Glass” 

は，削除部分も含めて，積神的握乱と f真の人生jのヴイジョンとの相克のア

スペクトをテ…マとするという意味においては，特に“Down＂と比較し

いかにも，この主題を支える詩人の内的構熱の高まりに欠けるという印象

を与える。この印象は，作品の分析的，客観的調子だけではなく，詩的感覚さ

えもあらかじめコントロールされているという認識と間賞のものであるc グレ

イブズの手法的実験に対する深い関心はほとんど鞍業的なものであち，表現の

技衛的操作によって，ある程度詩的世界がコントロールされ得るという信念は

常に存在したと思われる。この作品においては，詩人の声は意臨的にカムブラー

ジュされ，常に対象との距離が一定に保たれようとする。一方，詩集ThePier-

Glassにおける詩的経験は，詩人にとっては，この時期の稽神生活の「暗黒j

領域の大部分を占めるものであり，その客観的観察待istancing）は本質的に

対象の詩的インパクトを弱める結果になる。この意味で，作品“ThePier欄
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ロパート・グレイブズの初期の詩作と詩的発展（関井）

Glass，，も結果的には，ある種のロマンティックな街動と共に表現されざるを

得なかったのではないかとも替えるc

“Return”は，苦しみが始まって数年後に，自分の受けた「現いjを分析

するという形をとち，やや作為的な印象を与える文牒によって構築されているや

苦痛から解放された世界誌，ことさら楽園的な捺相を展開する。

A brook from fields of gentle sun 

Through the glade its water heaves, 

The falling cone would well“nigh stun 

That squirrel wantonly lets drop 

When up he scampers to tree伽top

And dives among the green. 

たしかに，これiまはほ完護なイメ…ジによって描写された世界である。しかし

この完撃さは，かえって一種のアイロニーを予灘させる。ここでは，苦しみの

正体は外的事物ではなくペルソナの経験の中で追及され，それは結局，彼のプ

ライドに詔関するものとして復定される。このような探求のプ口セスは詩人に

とって一つの発見であると思われるが，それが実際に，真実の経験へ導かれる

ものであるかどうかは別問題である。“Return”の文脈は，詩人の止むことの

ない心理学に対する新たな興味を反映し，そのイメージと分析的な表現に富む。

たしかに，心理学的接近は，絶望的で複雑な精神的葛藤をある桂度手際良く

明することができるだけでなく，その分析が，科学的，客観的な真理を示すこ

とになるであろうという確信も与えるものである。しかし実際に辻，この作品

におけるこ分法的理解は，奇妙な詩的論理を京すことになる。自らの苦しみが，

分身たるペルソナのプライドに根差すという事実を発見し，さらにくだんの状

況を「分析jする余絡を持つ一方の分身iえその＇ alterego’に対していった

んは を自論むもののそれを思い直すという和解のプ口セスを示す。
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But no, I ask a surer peace 

That vengeance on you could providふ

So fear no ill from my release‘5 

「呪いjから解放されることによって農関した楽属的なヴィジョンは，このペ

ルソナにとって十分に得心のゆくものではなく，解放のイメ…ジも，所詮は，

究極的な平安を持たらすものではないという認識がある。この事清は，結局，

一方の分身に対するアイロニカルな寛大さを思い組させる。すなわち，少なく

とも「後響Jを実行するに足るほどの彼我の相異は存在しないという理解が，

実捺に到達された現実的な感覚である。しかしこの感党は，必ずしも，この作

品のオワジナルに示された結論で誌なかっ

Go, be you loosed from your right fate, 

Go with forgiveness and no hate; 

Here let the story end.草

現行版辻オリジナルテクストよりも複雑な文脹告示しているにもかかわらず＼

この意味においては，より場迫した単純な詩的真実を表現していると言える。

Be off, elude the curse, disgrace 

Some other green and happy place--

This world of fools is wide. 

The Pier-Glassにおける愛め世界は，一晃純粋に逃避的な場所に見える告

しかしそれは，神経衰弱の代償行為という考えによって支持されなければその

真実が理解されないという，いわば暗黒の精神と相殺、的な鎮域を展開している

わけではない。あるいは，既にグレイブズに窟有の野清性が，愛の諸相に対す
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ロパート・グレイ と詩的発展

るより深い洞察の中に巧みに議ち込まれているという意味で，そ る牧

教的愛のメタファー…－'an Arcadia of amatory fancy，一ーによって呼ぶ

こともできまし＇ o "The Finding of Love，，においては，イメ…ジは， たしか

に極めてロマンティックである。タイトルが示すとうち，発見された愛は， し

ばしばその実体を自ら轄すかのように峻昧なものであるという通常の体験が，

いわば背春前期的な素朴な口調のうちに語られる。

Pale at first and cold 

Like wizard's lily-bloom, 

Conjured from the 

Like torch of glow叩wormseen 

Through grasses shining green. 

f生自く， く」さえあっ 徐々にその正体を顕わにし，やが

て靖熱的に高まるプロセスも，ある意味で辻，グレイブズにおいては“The

Haunted House，，以来’慣習的である，自然の中の花や農のメタファーに託さ

れる。この隈りにおいては，ここには何ら日新しい場面が接写されているとは

ない。しかしこの作品のインパクトは，愛の変容という経験L ことさら

ロマンティックなイメ…ジを導入することによって，いわ

的なものでも毒り得ることを示すところにある。

Bird-cherry under the leaf, 

Earth in a silken dress, 

With end to grief, 

With joy in steadfastness. 

この作品の拐寂iえより な文脈を持つc 愛の発見は，長い悪夢のシーズン
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の後に，エピファニー的に持たらされたものとして接出される。

Then through his distress 

And clouded vision came 

An unknown gradual flame 

By silent hands controlled .. 7 

このオワジナルにおいては，主題の軽やかさと文体の重苦しいつズムが釣合わ

ないことが明白である。＼ーcame/An unknown gradual flame，は，韻律的

にはばとんど散文的な表現と言える G 校訂された現行版はその適切な修正を示

す。グレイブズにとっては，ナーサワイ・ライムやパラッド・リズムは，いお

ば推離することなしに完成することができる留熟したスタイルであったが，こ

の時期では，まだ主題との整合性についての配騒が十分になされていると

えない口この意味で辻，“TheTroll's Nosegay，，は，女性的心理と感情の綴

妙な変化を文鉢的にも軽妙に，かつ技巧的にも先擦に表現し得た作品である。

場面はロマンティックで寵話的である。女はト Eルに，冬の最中にもかかわら

ず，愛の誌しとして…輪の花を要求する。作品の基本的アイロニーは，明らか

に，このような非議理的シーンが，愛の日堂的経験に常に存在するという

にある。トロルは，一本ではなく，数十本の花を彼女の前に撒きちらす。

Cold fog-drawn Lily, pale mist-magic Rose .. 

With elvish unsubstantial Mignonette 

And such vague bloom as wandering dreams enclose. 

But she? 
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ロパート・グレイプズの拐期の詩作と詩的発展〈関井）

Even yet, perhaps, a trifle piqued--who knows? 

ここには，散乱する花の豪華さ， ト口ルの無神経，女の心理が極めて巧みに並

され，愛の場面の惑場と皮肉のみならず，その不条理さえも示唆されているc

グレイブズは，このような場合には，詩的表現の適切なコントロールについて，

十分，心得ているように見えるc

愛の経験において，異常な惑覚や傷つきやすさ（vulnerability）が，説明し

難く入の心に生じることに注目したという点では“LostLove" Iま前作品と間

諜のピッチを持つ軽詩と見て長い。ここで，恋を失った男の鋭敢な感覚は通常

の人間的機能を超え，いわば神がかった超能力を舗えるかに見える。彼は草が

水を吸う膏を開くことができ，者に穴をうがつ紙魚のあごの音さえも需き取る。

The woodlouse or the maggot’s weak 

Clamour rings in his sad ear, 

... drinking sound of grass, 

Worm talk, clashing jaws of moth 

Chumbling holes in cloth. 

詩人の観察においては，者うまでもなくこの能力は感傷ιよって持たらされた
もので誌ない。詩人は愛の経験がひき起す心理的，感覚的変化が，ほとんど人

爵的非在のメタモーアォシスとして機能することに深い興味を示している。そ

れは，あたかも，異営感覚や極度の緊張感が，しばしば詩的ヴィジョンの手が

かりを与えるかのように思われるからである。

この意味で、は，グレイブズは，詩的感覚の誕生については，いわばコ…ルリツ

ジ的信金を持っと言える。愛の袈失は，楽園のミルクを飲んだ詩人と問じよう

に，詩的、諒察の関顕を可能にし，ベルソナの感覚は説、議的で棒重な経験として

る。
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He wanders god-like or like thief 

Inside and out, below, above z・・

The Pier-Glassに拡，詩の芸術性に対する関心が，これまでになく深く，

多直的に吟味されていることを示す作品が数篇含まれ，それがこの詩集の芸議

的特質安維持している Q この詩的発展の性賀がCountrySentiment (1920) 

の場合と異なるの泣，詩人のおびただしい内省と傭人的環境の変化によると考

えられる。たしかに，ボアズ・とルの文学的環境， GeorgianPoetryの動向，

あるいはそダニスティックな感覚等に対しては詩人の通常の関心は払われたと

思われるが，グレイブズの芸術的立場は本来常に偶人的なものである。そ

味ではJll葉調ではない家定生活と自らの神経症の苦しみが彼の作品の基盤であ

り，針作のエネルギーは，いわば詩人の精神的混乱の援特に応じて生み出され

ていたと言える D なるほど， GeorgiαnPoetryの刊行に当初から関与してき

たグレイブズは，部分的に辻，戦争詩人として，ほほ同質の芸荷的意識と精神

世界を共有してきたニコルズやサス…ン，あるいはプランデン等のいわゆる

“trauma poets”が，既にこの雑誌の芸術的プリンシンプルから脱落の兆しを

見せ始めていた時に，どのように個人的な意味で，崩壊しつつあるイギリス詩

の伝統に関係を持つことができるかということは確かに問題ではあった。しか

し彼の最大の関心事は，むしろ幅人的なレベルにおける戦争持経症の苦痛と

心理的緊張が，伺らかの道議的，かっ芸範的コアを発見することにあったと

いえよう。この時期にグレイブズが，時代の新理論として登場したフロイト

(Sigmund Freud）の精神諜法（psychotherapy）のシステムとしての心理分

析理論と，その紹介者であるワパ…ズ捧士（W.H.R. Rivers）の著作に大き

な関心を寄せたのはさき黙であるJ この関心は実際にグレイブズの批評理論の

中で詳細に吟味されることになるが，構める精神の深屠心理を分析する新理論

比一時期，まさに救いの神であり，これによって長年の神経産が治癒される

に違いないという確信 ところが， は，神経を苦しめるものが，
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ロパ…ト・グレイブズの拐期の詩作と詩的発展｛菌井）

じつは創作のインベタスであり，芸衛的インスピレイションの源で為るという

稽念も者定し難く詩人的内奥には存寂していたので，苦痛が軽減されるべきか

否かという問題は，権めて載しいジレンマを苧むことになる九このジレンマ

誌実際にいくつかの作品の主題として扱われる。ところが，このような作品の

場合には，一方で芸衛的科戟の源泉としての神経衰坊の状況を「心理学的Jに

分析し，その正体に迫ろうとする姿勢を持ちながら，他方では神経壌法的イメ

ジも再時に融合しようとする詣切れの惑い調子が存在することを認めざる

ない。この状況が， ThePier-OZαssの中心的主題であるとすれば，それと辻

対比的に，詩人が気楽に直面できる世界が，いわばバランスを謀って存在する

こともグレイブズの特質である。愛のテーマによる作品は，そのロマンティッ

クな性質は別にしても，常に詩人の気が泳まる避難所の役割を担ってきたと

えるむしかし，この詩集における愛を主題とする作品は，詰詩集における

のものと詰異なる探製な調子を再呈する。口マンティックな希求の姿勢は，苦

しみから生れた外界への願望を京すが， ThePier-Glassにおいては，その願

望自体に非現実的な護味さがあり，外に憶れる姿勢の強さだけが印象づけら批

る。この額望は，もとより報いられないものであち， しかもその状態誌，あた

かも不変の均禽を保つかのように，終始，樟最と悲しみのF新象として存在する。

このような緊張はこの詩集において初めて見出されるもので， Countη Senti-

mentにおけるような郷愁的な甘さ試すでに無い。

The Pier-Glass ti，芸術的発展という意味においては，確かにイメージは

多様化し，詩的感覚も各作品において類製的で誌なくなっているが，地方，

の苦楽性，特に ＇）ズムや各行の空白部分に存在する f余韻jに対する感覚は，

まだ十分にこの詩人本来の犠きを示しているとは替えない。しかし，作品の形

式的洗練に対する興味はグレイブズにおいては衰えることがない作詩の姿勢の

一つである。ここでも，あたかも，パラッドやナーサリィ・ライムに代るかの

ような新しい芳三式一一研jえば，麟的モノ口ーグと呼べるもの一ーも導入されて

いるが，それらは技締的，あるいは実験的な意味よりも，むしろ，その芳式に
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よって表現される内容との興和に賄題が残るように思われる。明らか

受性は深められているにもかかわちず，少なくとも， 1920年代前半におけるグ

レイプズの作品で辻，ワズムと主題が去、熱的令関俸を持つこと，あるいは，詩

の音楽性について 十分に吟味されているという印象を与えられ

る作品は少ない。グレイフゃズにおいては，このように，デコーラム（decorum)

に対する意識は，近代的

題として残る。

いても，

N 

されなければならない課

Whipperginny (1923）泌は，全体的に泣失敗作といえる。詰詩集に存在した

錯綜した感1警，心理的緊張感がこの詩集には欠け，そのために作品の間有の迫

力と必熱的意味が伝わらないことによる。この事実は，再び＼詩人の個人的状

況の変化とも関係が為る。ボアズ・ヒルでの生活の「芸術的j低額と大学との

関係の稀薄fヒにより， 1921年，一家はイズリップに賠を移す。しかし環境の変

化は，特別の変牝を詩人にもたらしたわけではない。その社会的状況はむしろ

後退的であった。唯一の寄稿誌である GeorgianPoetry はすでに廃刊直前の

段階に為り，借入的詩集は，詩人仲間の犠礼的裳讃を除いては街らの意味ある

関心も呼び起したわけではない。この状況の雑望的展望の中で，グレイブズの

作詩態度に，皮肉ではあるが意義深い変化が恕る。気質的にグレイブズは，聴

衆の存在とその反正、に敏感に反応することはむしろ避け，時代の一段的芸桁感

も通常以上の関心を示すことiまない詩人と震えるが，この時期の社会的拡

立f惑は，極端に詩人のその姿勢を強調させることになる。彼は聴衆を無視し，

自らめ芸術的信念を最終的な拠り所とする詩作態度を保持するに至る～この

態度は，グレイブズ告信の意識とは鰐iこ，モダニスティックなエリート

姿勢とH予定、するものであり，その意味では，後年の出会いにおけるライデイン

グの芸術的スタンスと調和する要素をすでに開発したことになる。このような
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ロパート・グレイブズの初期の詩作と詩的発展〈盟井）

創作態度の変fとは， Wえipperginnyのj字文における“Author’S Note，，で，新

たな主題と客観的手法の採用という宣替によって示唆される。

…in most of the later piec部 willbe found evidences of greater detach-
ment in the poet and the appearnce of a new紛 riesof problems in reli-

gion, psychology and philosophy, no less exacting than their predeces-

sors, but, it may be said, of less emotional intensity. 12 

これは間違いなく詩人の芸衛的決意であるが，この罷念が実際に，テ…マ

体，あるいは詩作のプログラムそのものにおける決祭たる変化として反映され

ているかどうかはそれはど明確ではない合この詩集における大部分の作品は，

少なくとも表罰的にはスランプの所産という状況を呈しているむ詩的題材の枯

技術的令行きづまり，世関的雑音（例えば，サスーンやニコルズの成功），

家縫的不幸なと「は，すべてその原盟であち縛た。とりわけ，戦争神経症の苦し

みが時謂の経遵に伴い軽減していったという事実が，グレイブズの場合には綴

妙な影響を及ぽす口グレイブズの感党においては，それが芸衛的不振の最大の

原関であることは，ほとんど心理的真実として把握されたむ精神的諮乱から惑

されるに従い，詩人が，自らの人生の中心から発するある道徳的切迫性を感じ

取ることが閤難になったことは否定できない。製作街動の源泉を見失ったこと

を認識しながら書かれた Whipperginnyの詩的特質がThePier-Glassに比べ

てピッチが低く，稔じて退嬰的なものであること辻ある程度避けらオしなかった

と

“What Did I Dream？”には明らかに皮肉な調子が説みとられるが， この

ような現実感覚の記還が，詩人の本音か，為るいは意関的なポーズであるか辻，

判断し難いむ喋音（‘afretful tone＇）に議ちた現実と，その現実の慰安たり

'a world of humour，である夢の状態は，最初からあまちにも明自な対

比を宗している。
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Must a world of humour wane 

Because birds begin ．ー

Rousing me from 

The finest entertainment known, 

And given rag-cheap? 

独得の冷笑的課子は，この場合，道帯、的コメントを避ける役割を果している。

しかし「夢Jは，その心理的合意において詩人のオプセッションであることを

ると，この調子の選択にはある不自然さを認めざるを得ない。最終二行の

意罰的に客観的調子もその不自然な印象を強めるものであるc

Whipperginnyでも手法的な試みが見られないわけではない。“Childrenof 

Darkness，，では，詩人の興味は，基本的には罪の意識が交互に出現する昼と

夜のイメージの中に，一見，芳嘉するような形で現われてくることにあるが，

ここでは，その状況がことさら象徴的な手法で描出される。罪の意識は，子供

から晃た‘lustydark’における親の意識として把握されるむ

We spurred our parents to the kiss, 

Though doubtfully they shrank from this… 

Day had no courage to pursue 

What lusty dark alone might 必需

詩人誌明らかにある特殊な状況を，簡が信仰であち，昼が疑いであるという

罪の感覚の一般的あり様に変形とようとする。しかしそれが通俗的で感務的な

イメ…ジに依存しているために，この場面が詩的真実として伝わるだけの象徴

性と陵味性を得るには車っていない。

That unveiled eyes with tears are wet: 
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ロパ…ト・グレイブズの拐期の詩作と詩的発展〈菌井）

We loathe to gaze upon the sun? 

悪夢の主題は，関えば“OldWives’Tale，，に見られるように，単純に，寓

意的に呈示される方が，グレイブズらしい発想をより典型的に示すように思わ

れる。ここでは，苦悩をもたらす恐f容は，子供時代には非現実的なものとして

部撤の対象であったものがかえって身近な環実として認識されることによって

生じるo 'The dragons，は，その正体を捉え難いが執揚に生起し続ける，内心

の恐’i事そのものである。

... they are creatures of dark air, 

Unsubstantial tossing of forms, 

Thunderclaps of man’s despair 

In mid・whirlof mental storms. 14 

‘Mermaids’は色慾として，＇ thefiend，は宗教的数臓として，いずれも苦し

む者の精神を破壊する悪夢の実体Tある。この象教的な詩の枠組は，問時に，

作品の調子を個人的に深刻な文脈から，より一般イヒされた警句的なものに変え

ている。神経表弱の症状を追及する詩的主題の扱いは， Whipperginnyでtt,

常にこの作品の場合と同じ額向を示す。すなわち，それは，もはやある切迫し

た糟神から生み出されたものではなく，ほとんど寓意的な題材として接近され

る。その意味では，このような作品においても詩人と対象との間にある程度の

客観的距離を認めることができる。その結果，これらの作品は，エピグラムと

して，あるいは，一般的な道徳的コメントとしての印象を与えることが少なく

ない。例えば人間存在の不確かな状況そのものも，〈グレイブズちしい）軽妙

な警句として表現される。

Who knows that certitude at last 
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Must melt away in vanity--

到ogate is fast, no door is fast--

（“Vanityつ15

このような客観的叙述は確かに新しい傾向であるが，これが本業的に，詩人の

つアリズムへの脱疫を予灘させるものであるかどうかは，にわかに新定はでき

ないQ この詩集における愛を主題とする作品にも，同様な意味での諜子の変fと

を認めることができるが，ぞれ辻詩人の観察の内容が多謙なイメージで表現さ

れていると見るべきで、あち，何らかのメッセージに沿う変化を示すものではないひ

この変化は，あるいは詩人の余裕とも考えることはできょうが，実際は，むし

ろ深刻な主題との対決を避けようとする態度から生れたものである。百＇hipper-
ginnyの全体的な調子は，このような人工的な軽妙さを持つものと客観的手法

の習作的段階を示すものとに分けられる。

"Song of Contrariety，，は，アンテイ Eマンティックな愛の目覚めを扱っ

たものであるc 覚醒とそれに倖う幻滅の直視は，あたかも厳しい知的コントロ

ルを経た観察に克える。

、，齢
、．．． 

That love, lent substance by despair, 

Wanes and leaves you lonely there 

On the bridal day? 

を表現するように思われるのは，詩人の疑問が人生

の解決し難いジレン？として示され，同時にそれが具体的な現実感覚を弾わな

いためである。愛の実体は現実には捕捉することができず（＇ Faraway is 

close at hand,/ Close joined is far away＇），かえって夢，あるいは

状態においてそれが号えられる事を暗示する。同時に，その状況が真実か否か

ということに対する確信のなさ辻口マンティックな感覚に基く態震である。し
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ロパート・グレイブズの初期の詩作と詩的発展｛富井）

かもこの感覚註グレイブズにおいては詩人の手法の変北に関保なく，常に本震

的に存在する。

“Love in Barrenness”16における心象患景は，話作品の場面よりロマンティッ

クである守詩的ペルソナの眼下に拡がる惹涼たる自然の景観は，愛の喪失を

壮に受け入れようとするイメージとして用意されているにもかかわらず＼むし

ろ絶望に対する観念的な態度を予期させる

Below the ridge a raven flew 

And we heard the lost curlew 

Mourning out of sight below. 

風が起こり，それはすでに失われたものの冷酷さと官能的優しさを象教的に再

生するかのようである。

The North Wind rose: I saw him press 

官ithlusty force against your dress, 

Moulding your body’s inward grace 

And streaming off from your set face. 17 

こりような喪失の感覚は，グレイブズの初期の作品では，誌とんど常に，

と現実的なあきらめとの葛藤を宗すパタンとして表現される。しかしこの作品

の場合には，その葛藤にある不安定感が存症する。それは部分的には，執着の

内実が，‘fleshand blood，という具体的な感覚を伴うイメージによって

されていることにより，絶望の抽象的イメ…ジと緊客、にからみ合わないために

生じる。

イメ…ジの不調和は，例えば，＂ TheRed Ribbon Dream，，でも自立つ特徴

である口

129 



There was half-light here, piled darkness beyond 

Rising up sheer as the mountain of Time, 

The blank rock-face that no thought can climb, 

Girdled around with the slough of D侃 pond.18 

しく，気取ったイメージ辻，「失われた情熱の記憶J('the memory of a 

lost desire＇）の象機としての，被女の額にかかる赤いワボンの感傷性とは，

どう見ても釣合うとは言えない。

同様に象数的な調子を持つ＂ TheLand of Whipperginny”19 では，いわば

穏除的な表現のピッチは一定しているが，それが問時に極めて鵜綾であるため

に，かえって対象が単純化されているという印象を受ける。夕日を浴びる恋人

間志，荒地を渡って開こえる讃美歌，＇ purgatory’としての‘theLand of 

Whipperginny’の構景等i丸すでに典型的な背景である。しか

は努めて客観的であろうとするc

Is it Heaven, or Hell, or the Land of Whipperginny 

That holds this fairy lustre, not understood? 

For stern proud psalms from the chapel on the moors 

Waver in the night wind, their firm rhythm broken, 

Lugubriously twisted to a howling of whores 

Or lent an airy glory too strange to be spoken. 

状況はすべて媛味なまま放寵されている。讃美歌もこつの矛嘉するメッセージ

を怯えるように見えるが，（しかし待という矛患であることか／）それを解決

すること拭，何ら当麗の問題ではない。人間を包む‘fairylustre，の正体も

判明しているわけではない。さらにこの暖味さは真実に対する口マンティック

な知覚の状況でさえない。そこには，もともと変容や劇化のプロセスは存在し
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ロパート・グレイブズの初期の詩作と詩的発展〈国井）

ないからであるやこの作品の拐腹はこ連によって成り立っていたが， Collected

Poems 1938に収録される際に現行の最終連が付け加えられた。

Soon the risen Moon will peer down with pity, 

Drawing us in secret by an ivory gate 

To the fruit-plats and fountains of her silver city 

Where lovers need not argue the tokens pf fate. w 

この村加が成功したかどうかは疑わしい。少全くともこれによって作品のイン

パクトが単純な性繋のものに変ったことは明らかである。月は，たしかに，矛

を包括する光を放つように思われるが，それが碁本告さには逃避を意味するの

か，あるいは襲撞的な神秘性への変容を示唆するのか謡、ずしもはっきちしない。

明確であるものは，その媛味さの中で， j惑需の解放（emancipation）が行わ

れているという事実だけである210

Whipperginny には，愛をテーマとするものの外に，詩人の笈言どうち，‘less

emotional intensity，の所産である，宗教，心理学，哲学上の主題を扱う作

品も数篇含まれているが，それらはおしなべて詩的業績としては器調なもので

ある。これらの作品では，詩人の洞察や感覚，島るいは鑑識力が十分に洗練さ

批ているとは言い難く，むしろ題材辻車俗な次元で処理されている。詩人はこ

のような場合には，機智やことばのゲームを気楽に楽しむように見える。

But back to the sweets 

Of Spenser and Keats 

And the calm joy that greets 

The chosen Apollo! 

Here let me mope, quirk, holloa 

With a gesture that meets 

The needs that I follow 
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In my own fierce way. 

（”In Procession” 

軽妙な口鶴は，イギリス詩の伝統に速なること る詩人の自負を自ら持

轍する調子を示すが，同時に，このような軽詩においても，

を推ifflJすることができる。即ち，操うつ的で本規則な「発声J('mope，司uirk,

holloaすは，詩人の芸術的葱藤と，聴衆との断絶による孤立感を示唆する o

Whipperginnyの特質である皮肉な姿勢や醸疑的態度試，このような絶望感と

フラストレーションを反映するものである。それが逃避的金調子を帯び、るのは，

口マンティックな感覚というより詩人の忠信喪失を偽装するジェスチェアであ

るとも蓄える。この詩集は，グレイブズにとっては，結局， f専らかの詩的堅実

さを示すものと誌なり得なかった守詩人のインスピレーションと詩作の基本的

徳重きを支えてきた精神的緊張も漸次軽減し，ぞれがある漠然とした心理的プロ

セスのうちに芸範的不活発と主題の観念的把握に導かれたと見ることができる。

この状況以確かに一つの詩的限界を本すが，グレイブズの場合辻，それはむし

ろ，習作期の甘さと戦争の議遺誌を脱出するために経験せざるを得なかった必

熱的なスランプと考えることが適切であるc

グレイブズのキャワアにおいては，芸術的スランプは，結果的には外界から

の刺戟，あるいは新たな＇ mentor＇との遭遇によって荷らかの変 fとを経験し，

ぞれが結果的には詩的発展へのステッブとなるという局面を持つ。イギリスの

芸術的環境との不調和を認識する詩人が，この時期に恭した唯一の外界への関

心はアメワカの場面に対するものである。特にランサム（JohnC.託ansom)

の詩作活動は，そのPoemsαbout God (1919）以来，主題と手法的斬新さに

よってグレイブズの「戦業意識」に強い影響を与えるヘグレイブズは，文通

によって藍接ランサムに接触し，この関係誌発展する。新詩集， TheFeather 

Bed (1923戸の序文は，ランサムへの番簡をその内容とするものである。
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ロパート・グレイプズの初期の詩作と詩的発展（醤井）

Will you accept the dedication of this poem which seems naturally 

yours? It was more than a year writing without losing much of the e》

citement of the original scheme, but when on the cooling of inspiration 

constuctional flaws appeared, these proved to be beyond help of riveting 

and surface tinkering, so the edition is small and very few review copies 

will go out. Still the poem is a necessary signpost to those friends of 

mine who have found the change between the two halves of my recent 

collection of lyrics, Whipperginny, inexplicably abrupt: and though出s-

satisfied I am not ashamed. It would be部 well,from other conside伽

rations altogether, not to let the honest burghers of Nashville, Tenn., 

already scandalized by your Poems about God, see a copy of the Feather-

bed: but if this should happen and they demand an explanation, tell 

them that I have no anticonstitutional intentions. Explain that it is a 

study of a fatigued mind in a fatigued body and under the stress of an 

abnormal conflict, that they can read it, if they will, as a cautionary 

tale after the sty le of John Bunyan’s unregenerate Mr Bαdmαn, only 

that Badman was unregenerate ( wasn’t he?) to the last, while I leave 

my young man in the throes of nightmare .... The psychological interest 

of the piece for me, now I have finished, is in the way that the logical 

argunmet broken by circlings of associative thought, all however relevant 

to the emotional disturbance, is continually being caught up again with 

an effort by theむowsyintellect. When at last the sour grapes idea, 

with its accompanying fantastics, has determined a reasonable and ap-

parently final decision of rupture both with the girl herself and with the 

traditional religion she represents, the effort relaxes and the mind is 

overborne in sleep by nightmares, its revolut10nary enthusiasm flattened 

by the reaction of tradition. 24 

自意識に満ちたこの長篇の手紙は，ランサムの知性と，よそダニスティックな接

近を示すその作品の特糞をじゅうぶんに意識しながら，自らの芸構的状洗を
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命に説明しようとするものである。グレイブズはうンサムに敬意を表しながら，

自分の詩的世界の特異性を強識し，相手の関心をきiこうと努力していることが明

らかである。この平伏の調子は，為る意味では， Sらはプロテジコニ (protege)

であり，常に「長引を長要とするグレイブズの精神構造を典型的に示唆するよ

うに見える。しかし，この献辞における詩人の「弁解jは，専ら，「トラウマ

詩人jとしての認識に国執するもりであり，自ら設定したストックレスポンス

から脱出することができないという意味では，その芸宇野的蕪力J惑を強調する

果となっている。

グレイブズが，その日民たげな知性J行he合owsyintellect’）を鼓舞して，

作品のインスピレーションとして得たものは宗教的文援で為る。蕗壁史的文脈

とぜブリカルな枠組を持つこの長嬬の恋愛詩は，確かに形式的には工夫された

もので、あるが，それに伸う詩的緊張は持続するとは苦い難い窃その原悶の大半

は，作品に表現された詩人の独断的な神学的穂論とその宗教的，道徳的メッセー

ジにあるが，グレイブズ拭，明らかにこのようなプ口グラムはランサムの興味

を引くと考えたに違いない。

When you visit us in England I want to talk to you about Lucifer and 

explain how I had been reading the Old and the New Testaments while 

writing this poem. Briefly in this way, as a record of the progressive 

understanding of God throughout the ages by a single representative, 

the Jews. Go辻ispresented in three degrees at least. There is God the 

creator of the race of man, but of man still animal of animals, whose 

daughters the sons of Adam found fair; let us call that God, Saturn. 

Then there is Jehovah or Jove, Saturn’s successor: the Gar昌enof Eden 

is the perfect symbolic expression of the birth of Jehovah .... the God of 

the present, predominantly male, violent, blundering, deceitful寝，.. Final-

ly there is Lucifer，もheGod of the future, only a weakling as yet, the 

hope of eventual adjustment bewtween ancient habits and present needs. 
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ロパート・グレイブズの初期の詩作と詩的発展

As the spirit of reconciliation, Lucifer puts out of date the negative vir-

tue of Good fighting with Evil, and proposes an Absolute Good which 

can now conceive of as Peace. 

作品の形式i±,'Prologue’と官pilogue’にはさまれた長篇の物語詩のスタ

イルをとる。詩のプ臼ツトは宗教的コンテクストにおける男女の愛の状況を追

う。恋人に去られた男の菅しみがその内容である。女は，神に仕える自らの立

あるために男の愛を斥ける。男はそれを自分の罪の実体とし

し，かえって相手の宗教性を汚したという罪悪感とその悪夢に苦しむ。このパ

タンが操り返された後，彼は彼女とその宗教を完全に心中から追い出す決心安

実行に移し，それに成功したかに見える。しかしその行為は幻滅であり，背し

みは去らないことが岳覚されるo 'Epilogue’における「明星jのイメ…ジti,

明らかにこの苦しみの慰め，あるいは荷らかの和解を暗示するものとし

される。

The morning star, over the mountain peering, 

Spoke to him not too distant for註ishearing:--

I am the star of the morning poised between 

The dead night and the coming of the sun, 

Yet neither relic of the dark nor pointing 

The angry day to come ... 

Lucifer, Lucifer am I, millstone”crushed 

Between conflicting powers doubleness, 

By envious Nightlost in her myriad more 

Counterfeit glints, in day-time quite overwhelmed 

By tyrant blazing of the warrior sun. 

ランサムへの f手紙」における説明に従えば， Luciferの登場は， このドラマ
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を「安定させj，かっ，すべてを放棄しようとする男の態震が「無神論j的で

あると受け取られる危険を避けるための設定である。（寸hemorning Star 

theme is ... to stabilize the drama which without so訟esolution comes 

dangerously near a manifesto of atheism.っこの説明i丸（おそらくラン

サムにとっても），勝設としても単に煩雑であち，詩の文脈を逸脱するもので

ある。ルシファーのイメージは，作品においてはむしろ必要である葛藤を単純

化し，逃避的であるという印象を与える。一方，この作品の扇的モノローグと

象護史的手法の組合わせ辻新しい試みとして評価されるべきである。

は，詩的ドラ？として震関される人需の符為を，比端的あるいは象銭的にコメ

ントする機能を持つ。グレイブズの f発見jによる三体の神は，その意味で次

のように解釈される。最初に登場する涼始的な神は，人鎮の文明以前の状態を

統制する。次のジェホウパ（Jehovah）は，すでに善意の葛藤に基く近代的な

文明をコントロールするむ未来を展望するルシファーは，すべての和解を示唆

する。この三段階のヴィジョンが作品の三つの部分（Prologue,Poem, Epi-

logue）に対正、し，同時にそれがプロットの劇的発展を予澱させ，かつ，それ

に対応する構成として意留されていることは明らかである。主題である愛の状

況は f明星jに暗示される和解を達成することなしに，葛藤の緊張を内包する

ものとして呈示される。詩の講成は，このように明快であり，論現的で為るが，

他方，この整合殺と象観的枠組のために作品の潜荘的テーマを暗示するイメ

ジiま制約されざれを得ない結果が生じている。精神的握乱や捺の意識，あるい

との斗いにおける心理的緊張の様相は，その意味で単純化され，深刻な

響きはすでに無い。この事実以，心理的テーマに対する詩人の意識が明らかに

変fとしていることを示すだけでなく，新たな詩作態度を予期させるむすなわち，

それは，詩人が象機的接近を試みる場合，詩的な意味において，荷を開拓し荷

を失うことになるかということの認識を示唆するむしかし，グレイブズの芸箭

的感覚は， 1925年までに本質的に大きな変容を克せることはない訂この作品の

宗教的文脈も必然的なものではない。文学以外の領域に対する興味はこの時期
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ロパート・グレイブズの拐期の詩作と詩的発展

には，任意に生じ，かつ，不安定に変化するむ TheFeathe，‘Bed は，作品と
しては一つの詩的統合性を持つが，主題と手法は詩人の恋意的な関心、を示した

も吟にすぎない。このような性意の散操化（digression) tま，明らかに詩人の

惑受性と錦造力が，侍らかの芸衛的信念とその目標を見失っていること

この状況の深刻な意味は，詩人自身が芸術的穣域の拡大と信じるものが，実際

には，詩的意IJ造力のピッチの低下による集；換の産物であること しないよ

うに見えることぷある。グレイブズの芸術的インプットは，常に内発的会もの

であることはこの段踏においては告ら認識されず，ぞれは， bしろ，外的な科

戟によって与えられると考えられた。これがグレイブズの創作状況に起ち得る

スランプの本賞である。

NOTES 

1 (Martin Secker, 1st Edn. 1921). 

2 Robert Graves，“Author’S Note" to Whipperginny, (Heinemann, 1st 

Edn. 1923) 

3 Collected Poems 1975 (Cassell, 1975); hence CP 75. All quotations 

from Graves’s poems are, unless otherwise indicated, to this edition. 

4 Op‘cit. 

5 Cf. The corresponding lines in the original edition as following: 

“Yet, no, I ask a wider peace / Than peace your heart could com-

prehend, / More ample than my own release.” 

6 Op盤 cit.

7 The first edition text has twenty five lines before and eleven lines 

after the first stan忽aof the present version. 

8 Cf. “As a neurasthenic, I was interested in the newly expanded 

Freudian theory: when presented with English reserve and common 

sense by W.H.R. Rivers剥.. I applied his case history method of 

accounting for emotional dreams to the understanding of romantic 

poems, my own and others', and found it apt enough; though poems 

were obviously complicated, I wrote, by ‘the secondary elaboration 

that the poet gives them when no longer in a self-hypnotized condi-
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tion.＇” Robert Graves，“Introduction" to The Common Asphodel, 

(Hamilton, 1st Edn. 1949). 

9 Cf.“Somehow I thought 治的 thepower of writing poetry, which 

was剖 oreimportant to me than anything else I did, would disappear 

if I allowed myself to get cured; my Pier」Glasshaunting would end 

and I would become merely a dull easy writer‘ It seemed to me 

less important to be well than to be a good poet.＇’日 Graves,Good“ 

Bye to All Thαt, (Cape, 1st Edn. 1929), p.381. 

10 (Heinemann, 1st Edn. 1923) 

11 Cf.“In these days I used to take the reviews of my poetry“books 

seriously. I reckoned their effect on sales and so on the grocery 

bills. I still believed that it was possible to write poetry that was 

true poetry and yet could reach, say, a three or four thousand-copy 

sale. I expected some such success.” Good-Bye to All That, p.394. 

See also：“I published a volume of poems every year between 1920 

and 1925; after The Pier-Glass, published in 1921, I made no attempt 

to write for the ordinary rea出ngpublic, and no longer regarded 

my work as being of public utility.” Ibid., p.401. 

12 See note 2 above. As for the poetic attitude of 'detachment，’ etc., 

Graves was evidently aware of !',S. Eliot’s highly influential The 

Sacred Wood (1920) in which he pl相 dedfor 'detachment’in poetry 

and for the ' development of sensibility ．’ Cf. "Introduction”もO

Sacred Wood, (Methuen, 1960). 

13 Only ten poems were collected in CP 75 out of forty seven pieces of 

Whipperginny. 

14 The quotation is to the first edition. Uncollected in CP 7.ι 
15 First appeared in Welchman’s Hose. (The Fleuron Pr., 1st Edn. 

1925). 

16 “The RidgかTop”wasthe original title. 

17 For the similtぜ imageof“the Wind，” see“The Hills of May”：“Me, 

the Wind, she took as lover / By her side to play, / Let me toss 

her untied hair, / Let me shake her gown.”（The Pier-Glass) 

18 Uncollected in CP 75. 

19 The original title was "The Lands of百hipperginny.”

20 The image of 'the Moon' is taken from the 34th stanza of the title 
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ロパート・グレイブズの拐期の詩作と詩的発展｛醤井）

poem of The Mαrmosite' s Miscellany (1925）：“Theνfoon is the Mis-

tress of escape and pity, / Her regions are portalled by an ivory 

gate. / There are fruit-plats and fountains in her silver city, / With 

honeysuckle hedges where true lovers mate.” 

21 Although a view to see in this piece an embryo of the “White God-

dess”poems is convincing the moon, at this stage of Graves’s poetry, 

does not yet c紅 ryso much as the symbolic meaning. See Michael 

Kirkham, The Poetry of Robert Grαves, (The Athlone Pr., 1919), 

pp.66-67. 

22 Cf. Letter to Edward Marsh；“I have found a very good poet indeed, 

John Ransom, an American, and intend to get hi訟 publishedover 

here，” No date but perhaps early July 1922. Paul o’Prey (ed.), 
In BroたenImαges : Selected Letters of Robert Grαves, 1914-1946, 

(Hutchinson, 1982), 142. 

23 (The Hogarth Pr., 1923). 

24 “Introductory Letter to John Ransome (sic), The American Poet.” 

Uncollected in the further collections of poems. 
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